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夏
の
炎
天
下
の
庭
先
に
蟻
が
せ
っ

せ
と
働
い
て
い
る
の
を
良
く
見
か
け

る
。
蟻
は
我
々
に
と
っ
て
馴
染
み
深

い
存
在
で
あ
り
、
一
生
懸
命
働
い
て
る

姿
は
我
々
の
心
に
何
か
を
呼
び
戻
し
、

愛
ら
し
く
も
感
じ
る
。
通
常
の
蟻
は

長
さ
３
ｍｍ
、
幅
１
ｍｍ
く
ら
い
の
大
き
さ

だ
。
１
立
方
ｍｍ
の
小
さ
な
頭
の
動
物

な
の
に
、
蟻
の
集
団
は
立
派
な
社
会

生
活
を
営
ん
で
い
る
。
巣
に
は
、
食

物
保
管
室
、
子
供
の
養
育
室
な
ど
機

能
的
な
部
屋
を
設
け
、
協
力
し
て
食

物
の
確
保
・
子
供
の
養
育
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
小
さ
な
蟻
の
頭
は
一
体
ど
の

よ
う
な
構
造
を
し
て
い
る
の
か
、
知
り

た
く
な
る
。
人
体
の
場
合
は
X
線
Ｃ

Ｔ
、
磁
気
共
鳴
法（
M
R
I
）な
ど
の

装
置
で
、
そ
の
内
部
構
造
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
細
部
を
見
極
め
る

能
力
を
表
す
空
間
分
解
能
は
0
·
3
ｍｍ

程
度
で
あ
り
、
１
ｍｍ
程
度
の
大
き
さ
の

蟻
の
頭
部
は
、
こ
の
分
解
能
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
蟻
の
頭
部
の
構

造
を
見
る
に
は
１
µm（
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

タ
ー
。
1
0
0
0
分
の
１
ミ
リ
）の
空

間
分
解
能
を
持
つ
装
置
が
必
要
と
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
装
置
は
作
れ
る

か
？　
『
ひ
ろ
ば
』４
９
９
号
の
本
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
た
Pピ
ク

シ

ー

I
X
E（
粒
子
線

励
起
Ｘ
線
放
出
）分
析
法
を
利
用
す
る

と
作
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
技
術
を

紹
介
し
た
い
。

P
I
X
E
と
は
、
加
速
器
か
ら
の

イ
オ
ン
ビ
ー
ム（
放
射
線
）を
金
属
に

照
射
す
る
と
、
非
常
に
高
い
強
度
で

そ
の
金
属
固
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

つ
X
線（
特
性
X
線
と
い
う
。
詳
細
は

４
９
９
号
参
照
）が
発
生
す
る
現
象
で

あ
る
。
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
金
属
板
に

当
て
る
と
、
特
性
X
線
が
等
方
的
に

発
生
す
る
。
図
１
左
に
示
す
よ
う
に
、

こ
れ
を
点
線
源
と
し
金
属
板
か
ら
の

特
性
X
線
を
蟻
の
頭
部
に
当
て
、
そ

の
投
影
拡
大
画
像
を
撮
影
し
、
蟻
を

回
転
し
て
３
６
０
度
方
向
か
ら
の
投

影
拡
大
画
像
を
取
得
し
、
画
像
処
理

す
る
と
、
１
µm
の
空
間
分
解
能
で
蟻

の
頭
部
の
３
次
元
画
像
が
得
ら
れ
る

（
ミ
ク
ロ
ン
X
線
Ｃ
Ｔ
）。
被
写
体（
仙

台
市
青
葉
山
に
生
息
す
る
山
蟻
）は
麻

酔
を
か
け
ら
れ
動
か
な
い
よ
う
に
さ

れ
て
、
１
ｍｍ
径
の
大
気
圧
の
チ
ュ
ー

ブ
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

図
１
右
は
、
表
面
を
強
調
し
た
山

蟻
の
頭
部
の
ミ
ク
ロ
ン
X
線
Ｃ
Ｔ
画

像
で
あ
る
。
頭
部
の
形
状
が
良
く
分

か
る
。
図
２
は
、
山
蟻
の
頭
部
の
体

軸
方
向
の
断
面
図
で
あ
る
。
咽
頭
、

脳
が
ハ
ッ
キ
リ
と
撮
ら
れ
て
い
る
。
人

と
比
べ
、
脳
が
頭
の
容
積
を
占
め
る

割
合
は
非
常
に
小
さ
い
こ
と
が
分
か

る
。
図
３
は
、
山
蟻
の
頭
部
の
体
軸

に
垂
直
方
向
の
断
面
図
で
あ
る
。
当

然
予
測
さ
れ
る
こ
と
だ
が
、
蟻
も
左

脳
、
右
脳
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
ま
た
、
脳
の
拡
大
図
か
ら
脳

神
経
細
胞
ら
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る
。

蟻
が
0
·
3
ｍｍ
も
満
た
な
い
大
き
さ

の
脳
で
、
し
か
も
数
十
万
個
と
い
う

少
な
い
数
の
脳
神
経
細
胞
を
用
い
て
、

高
度
な
集
団
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

は
驚
き
で
あ
る
。

こ
の
手
法
を
用
い
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム

を
当
て
る
金
属
板
の
素
材
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
3
次
元
Ｘ
線

画
像
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
4
は
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
入
り
の
食

物
を
食
べ
さ
せ
た
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ

を
、
２
つ
の
Ｘ
線〈
左
は
鉄（
Fe
）に
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
を
当
て
て
発
生
し
た
K
︲

X
線（
特
性
Ｘ
線
）、
右
は
チ
タ
ン（
Ti
）

に
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
当
て
て
発
生
し
た

K
︲
X
線
〉に
て
撮
影
し
た
も
の
で
あ

る
。
左
の
画
像
で
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
造

影
剤
と
し
た
腸
の
形
状
を
良
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
昆
虫
も
哺
乳
類
の

腸
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
い
る
。
右

の
画
像
に
は
、
腸
は
見
え
な
い
が
マ
ル

ピ
ー
ギ
管（
排
泄
器
官
）が
良
く
見
え

る
。
詳
し
い
説
明
は
割
愛
す
る
が
、
こ

れ
は
、
鉄
・
チ
タ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
金
属

か
ら
発
生
す
る
Ｋ
︲
Ｘ
線
が
、
硫
酸

バ
リ
ウ
ム
の
場
合
に
は
鉄
の
Ｋ
︲
Ｘ

線
が
吸
収
さ
れ
、
マ
ル
ピ
ー
ギ
管
に

含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
元
素
の
場
合
は

チ
タ
ン
の
K
︲
X
線
が
吸
収
さ
れ
た

結
果
で
あ
る
。

同
様
の
原
理
を
用
い
る
と
、
福
島

の
土
壌
中
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
の
解
析

に
も
役
立
つ
。
図
５
は
、
粘
土
粒
子

に
セ
シ
ウ
ム
を
吸
着
さ
せ
、
セ
シ
ウ

ム
が
ど
の
よ
う
に
吸
着
さ
れ
て
い
る

か
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ロ
ム

（
Cr
）に
当
て
た
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
か
ら

発
生
す
る
K
︲
X
線
の
投
影
画
像
か
ら

バ
ナ
ジ
ウ
ム（
V
）に
当
て
て
発
生
し
た

K
︲
X
線
の
投
影
画
像
を
差
し
引
い
た

画
像
は
、
セ
シ
ウ
ム
元
素
だ
け
を
抽
出

し
た
画
像
と
な
る
。
図
5
は
、
粘
土

粒
子
の
表
面
に
セ
シ
ウ
ム
元
素
が
吸

着
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
可
視

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
汚
染
で
は
、
土
壌
中
の
粘
土

粒
子
が
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
表
面
に

良
く
吸
収
し
、
さ
ら
に
強
く
保
持
し

て
い
る
た
め
、
粘
土
粒
子
か
ら
の
農
作

物
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
が
抑

制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
P
I
X
E
は
、
元
素

分
析
だ
け
で
は
な
く
、
１
ｍｍ
程
度
の

物
体
の
内
部
構
造
を
調
べ
る
の
に
も

利
用
で
き
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
利
用

方
法
が
期
待
さ
れ
る
。


